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『救急の日』市民啓発街頭活動を実施しました！
　9月10日㈫に『救急の日』に対する街頭活動を行いました。『救急の日』は救急業務と救急医療に対する国民の正し
い理解と認識を深め、救急医療関係者の意識高揚を図ることを目的に 9月9日に制定され、この日を含む 1 週間（今年
は 9月8日から 9月14日まで）が救急医療週間とされています。

　当日は市内 3 病院（益田赤十字病院・益田地域医療センター医師会病院・松ヶ丘
病院）の職員をはじめ、関係者 (益田の医療を守る市民の会会員・県立石見高等看護
学院学生・益田保健所職員・消防署職員・市職員)、あわせて 40 名が、市内の大型商
業施設 3 店舗の出入口で『救急の日』の啓発チラシとばんそうこう等を約 600 人に
手渡しました。

交通事故ゼロをめざして

皆さんに愛される史跡に！
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交通事故防止機器を寄贈
いただきました

史跡活用ワークショップを
開催しました

　国指定史跡益田氏城館跡の七尾城跡において、史跡
活用ワークショップ「七尾城をみんなできれいにしよ
う！ part.2」を開催しました。
　ワークショップの前半は、七尾城跡を気持ちよく見
学できるように清掃活動を行い、後半は、清掃活動を
行なった廏

うまや

の段
だん

周辺から本丸までを歩きながら、文化
財課職員が中世の山城「七尾城」の特徴を解説
しました。

　JA しまね西いわみ地区本部から、カーブミラー等
の交通事故防止機器を寄贈いただきました。この寄贈
は昭和 47 年から継続されています。今回寄贈いただ
いたカーブミラー等は交通事故防止のため、危険な箇
所や自治会等からの要望箇所に設置させていただき
ます。ありがとうございました。


